
 

－平成１７年度当初予算 施策別概要 

 
 

                   43201 協働・連携で進める環境活動の促進 

                                    （環境森林部） 

  （主担当部局：環境森林部）       43202 環境学習および環境情報提供の推進 

                                    （環境森林部） 

                   43203 国際的な環境保全への協力・貢献の推進 

                                    （環境森林部） 

 

＜施策の目的＞ 

 （対象）住民や事業者などすべての活動主体が 

 （意図）環境を守り育てる活動に参加している 

 

＜施策の数値目標＞ 

目 標 項 目  Ｈ１５年度 Ｈ１６年度 Ｈ１７年度 Ｈ１８年度 

目  標  値 90,000    160,000    200,000    250,000 環境保全活動参加者

数（人） 実績(見込み)値    110,164    160,000         

※ 「県民総参加によるエコポイント推進事業」、「こどもエコクラブ」および「身近な自然を体験する県民デー」

のそれぞれの参加者の合計人数 

 

＜平成１７年度に残っている課題＞ 

① これまで住民やＮＰＯ、事業者、行政など様々な主体により環境保全活動が実施されてきま

したが、環境を守り育てる活動への参加を一層促進する必要があります。 

② 平成 3年度に策定した「三重県環境教育基本方針」の改定を進めていますが、新たな基本方

針に基づく環境教育や環境保全活動についての施策展開を図る必要があります。 

③ 県民や事業者が必要とする環境に関する情報提供や県民ニーズの把握に努め、環境情報の提

供についてより一層の充実を図る必要があります。 

④ 地球環境の保全に向けて、三重県に蓄積された環境技術を、近年の急速な経済成長や都市化

に伴い、環境汚染が顕在化している中国やアジアの開発途上国へ技術移転するなど、国際的な

環境保全への協力と貢献の推進が必要です。 

 
＜平成１７年度の施策の取組方向＞ 

① みえ環境県民運動協議会を核として、事業者、ＮＰＯ、県民、行政など多様な主体と連携協

働のもと、新エコポイントシステムの普及拡大を図ります。 

② 新たに策定する「環境保全活動・環境教育基本方針（仮称）」を活用して環境教育プログラ

ムを多様な主体の連携によって作成し、実践的な環境教育活動を通じ、地域から発信する環境

保全活動につなげるとともに、こどもエコクラブ全国フェスティバルの開催など引き続きこど

もエコクラブの活動推進に努めます。 

③ 平成 16年度のホームページ「三重の環境」のアクセス数は、平成 15 年度の 1,213 万件（ペ

ージビュー）を上回る数字で推移していますが、さらに県民に役立つサイトを目指し情報提供

に努めます。 

４３２ 環境を守り育てる活動へ

の参加と協働の促進 



 

④ 国際的な環境保全への協力として、三重県との友好提携先である中国河南省やアジアの開発

途上国の自治体を対象に、相手国のニーズを踏まえ、ＩＣＥＴＴでの受入研修等により、環境

技術に関する人材育成に取り組みます。 

 

＜主な事業＞ 

①（重）県民総参加によるエコポイント推進事業 

【基本事業名：43201 協働・連携で進める環境活動の促進】 

    当初予算額：⑯ 19,147 千円 → ⑰ 23,915 千円 

事業概要：「みえ環境県民運動協議会」に設置した電気・ガス・水道使用量の節減活動、植

樹活動、レジ袋削減活動などの部会の取組を支援し、県民、ＮＰＯ等との協働によ

り自主的な二酸化炭素排出削減活動を促進します。 

 
②環境県民運動セカンドステージ推進事業 

【基本事業名：43201 協働・連携で進める環境活動の促進】 

  当初予算額：⑯ 16,296 千円 → ⑰ 13,131 千円 

  事業概要：県民、事業者、行政等が協働・連携して、環境と共生したライフスタイルを実現

するための環境県民運動を積極的に展開します。また、平成 17 年度は、こどもエ

コクラブ全国フェスティバルを本県で開催します。 

 
③（新）地域から発信！環境教育実践事業 

【基本事業名：43201 協働・連携で進める環境活動の促進】 

  当初予算額：⑯  － 千円 → ⑰ 4,867千円 

  事業概要：新たに策定する「環境保全活動・環境教育基本方針（仮称）」を活用して、先駆

的に環境保全活動等が展開されている地域をモデル地区として設定し、環境教育プ

ログラムを多様な主体の協働で策定するとともにプログラムに基づいた実践活動

により県内の「持続可能な社会づくり」に向けた環境県民運動につなげます。 

 
④環境学習情報センター運営費【基本事業名：43202 環境学習および環境情報提供の推進】 

  当初予算額：⑯ 119,585 千円 → ⑰ 110,441 千円 

  事業概要：県民に開かれた環境教育、学習、情報受発信の拠点として、環境展示、環境講座・

実習の開催、環境指導者の育成、環境に関する情報提供などの事業を行う環境学習

情報センターの管理・運営を行います。 

 
⑤ＩＣＥＴＴ事業推進費【基本事業名：43203国際的な環境保全への協力・貢献の推進】 

  当初予算額：⑯ 25,361 千円 → ⑰ 22,128 千円 

  事業概要：アジア自治体環境支援プログラムの事業委託をＩＣＥＴＴに行い、アジアの開発

途上国への環境技術移転を行うことにより、自治体レベルでの国際協力を行いま

す。 

 


